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サンゴ幼生着床具を用いた
サンゴ群集修復

藤原 秀一

＜いであ株式会社＞

1 2

セラミック製着床具 スラグ製着床具

連結式サンゴ幼生着床具
（リユースも活用）

移植サンゴ産卵

（旧暦4月15日頃）

浮遊卵・幼生幼生（約200μm）

着床1ｹ月後ポリプ
（長径約1mm）
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海底設置着床具に着床(4-6日後)

海底で育成（約1.8年）
海底に移植

成長（3－5

年で繁殖
可能）

着床具を用いたサンゴ移植
のサイクル

3

多様な種苗生産

22属以上（八重山諸島既知70属の約30%）
4

Acropora
（種苗の大半）

Porites

Pocillopora StylophoraSeriatopora

Millepora Montipora Symphyllia

Turbinaria CyphastreaGalaxea Favites

ミドリイシ属がサンゴ群集の主体⇒ミドリイシ属修復が必要
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各恒久調査区におけるミドリイシ属被度と全サンゴ被度

（石西礁湖サンゴ群集モニタリング調査,n=186）

1. 着床具種苗の生残率

（1）幼齢期（ミドリイシ属）

6

サンゴ幼生着床具を用いたサンゴ群集修復
　　　　　　　藤原　秀一
　　　　　＜いであ株式会社＞
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ミドリイシ属の着床具平均着床数±SD（産卵約3ヶ月後）

＜北礁礁縁が主たる採苗場所＞

名蔵湾

カタグア

ヨナラ水道

カヤマ水路

石垣島
西表島

2.5

7

北礁礁縁ミドリイシ属の産卵約1.8年後着床具採苗率
（サンゴの着床した着床具/全着床具×100）

（2008年度～2013年度産卵）

8

北礁礁縁ミドリイシ属着床具サンゴ幼齢期の生残率

加入数：2.5群体/着床具（2008年度-2013年度産卵平均）

産卵約1.8年後：0.249群体/着床具（←上記平均採苗率24.9％）

加入約1.8年後生残率：0.249/2.5＝約10％

これは多いのか、少ないのか？

天然群体との比較が必要

9

北礁礁縁における天然ミドリイシ属

サンゴの生残率
（サンゴ群集モニタリング調査, St.S27結果）
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（S27,2008年度-2013年度産卵）
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天然ミドリイシ属の推定生残率：17/4655＝0.4％
10

ミドリイシ属サンゴ幼齢期の生残率比較

着床具ミドリイシ属約10％（約1.8年後）＞天然ミドリイシ属0.4％（約1年後）

2桁の差

11

1. 着床具種苗の生残率

（2）移植後（ミドリイシ属）

12
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移植・天然ミドリイシ属の生残率比較

13

移植ミドリイシ属（n=52,黒島東礁池）：2007年度産卵着床,2008年度移植（約1.8齢）,

A. nasuta, A. selago, A. tenuis主体

天然ミドリイシ属（n=719,北礁礁縁）：2008年,2009年産卵1年後-4年間,

A. hyacinthus, A. digitifera, A. nasuta, Okamoto et al., 2016から)

2. 着床具種苗の成長量

14

移植ミドリイシ属の成長比較（産卵後10年）

15

着床具種苗≒天然群体

天然群体
(Okamoto et al. 2016)

1616

Acropora nasuta: 着床後1.7年、2.3年、2.8年、4.8年

1008

Acropora cerealis: 着床後1.7年、2.3年、2.8年、4.8年

Acropora selago: 着床後1.6年、2.3年、2.6年、4.6年

Acropora tenuis: 着床後1.7年、2.3年、2.8年、4.8年

3. 着床具種苗の再生産

17

移植ミドリイシ属の産卵

2010年（移植4年後）以降毎年確認

18

再生産確認移植群体長径15㎝：産卵後4年程度

GBRミドリイシ属：3-5年（Wallace, 1985)

再生産は普通に発生
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移植ミドリイシ属の産卵 19

2006年移植ハナバチミドリイシ
（2014.5.18）

2008年移植ハナバチミドリイシ
（2014.5.18）

2008年移植ハナバチミドリイシ・ハナガ
サミドリイシ（2014.5.18）

2009年移植ハナガサミドリイシ
（2014.5.18）

4. 着床具種苗による
サンゴ群集の創生
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ユニット24 （黒島東礁池）

卓状・コリンボース状Acropora

2008年1月（移植時） 2014年6月（約6.5年後）
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黒島東礁池天然群集

白化前を超える
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ユニット26 （黒島東礁池）

卓状・コリンボース状Acropora

2008年1月（移植時） 2014年6月（約6.5年後）
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黒島東礁池天然群集

白化前を超える
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ユニット0801（黒島東礁池）

卓状・コリンボース状Acropora

2009年2月（移植時） 2014年4月（約5.1年後）
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白化前を超える
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ユニット0803（黒島東礁池）

枝状・卓状・コリンボース状Acropora

2009年2月（移植時） 2014年8月（5.5年後）
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ユニット0812 （カタグア）

卓状・コリンボース状Acropora

2009年2月（移植時） 2014年8月（5.5年後）
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カタグア天然群集

2626ユニット0812-2（カタグア）

卓状・コリンボース状Acropora

2011年2月（移植時） 2014年8月（3.5年後）
被度：5％未満 被度：20％
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ユニット0919 （ウラビシ）

着床具補助具使用

枝状・コリンボース状Acropora

2010年1月（移植時） 2014年8月（約4.5年後）
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ウラビシ天然群集
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ユニット1021 （ウラビシ）

コリンボース状Acropora

2011年2月（移植時） 2013年6月（2.3年後）
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5. 移植サンゴ生残のカギ
ー底質と微地形ー

30

礁池移植ユニットの地形類型区分
30

平均海面 

陸 

後
方
礁
原 

礁
縁 

礁
斜
面 

礁池 

干
出
離
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離
礁 

礁池底 

礁
原
縁
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前方礁原 

尾根状地形（岩礁）

平坦地形（岩盤
smothering礫）

垂直地形（岩礁）
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31

地形類型別の種苗流出率と生残率

（移植1年後）n:ユニット数、バー：SD

31

地形類型別のミドリイシ属種苗平均長径

（移植1年後）n:ユニット数、バー：SD

魚類食
害多い

32

ミドリイシ属種苗の成長：離礁頂部が良好

32
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（着床時の長径は0.2㎜とした。複数年の種苗データを統合した。種によりデータ数が異なる）
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（着床時の長径は0.2㎜とした。複数年の種苗データを統合した。種によりデータ数が異なる）

ミドリイシ属種苗の成長：離礁頂部が良好

34

離礁頂部ユニットの地形（傾斜角度90-Θ、頂高h）測定

（16ユニット、3ヶ所/ユニット、両側/各ヶ所）

34

θ1 θ2 
h2 h1 

岩礁

礁池底礁池底

35

•傾斜角度：傾斜が急⇒流出率
低い傾向

•流出率5％以下⇒35°以上

•頂高：相関低い。角度が重要

35 36

＜良好移植ユニット：被度60％（移植8年後）＞
頂高：85㎝で特に高くない

角度：約90度（周囲は砂礫帯）
移植1年後流出率：0％

36
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37

移植ユニットサンゴ被度変化

（礁池底、礁原縁辺：補植あり）

37
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移植ユニットサンゴ被度変化（離礁頂部）

（補植あり）
38
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3939

2016年2月（5年後）2011年2月（移植時）

サンゴ群集創生状況
礁原縁辺：ユニット0805
コリンボース状Acropora

40

サンゴ群集創生状況
離礁頂部：ユニット24

卓状・コリンボース状Acropora

40

2008年1月（移植時） 2014年6月（約6.5年後）

まとめ
•着床具生残率（ミドリイシ属）は、天然群体と比較
し、幼齢期で極めて高く、移植後は天然群体と同
程度であった。

•着床具種苗（ミドリイシ属）の成長量は天然群体と
同程度であった。

•着床具種苗（ミドリイシ属）の再生産は普通に行わ
れた。

•着床具種苗による被度の増加は、天然群集を上
回るユニットが多くみられた。

•移植の成否は、移植場所の地形に大きく依存す
る。

41




